
人口274,304人（男 131,258人　女 143,046人）　世帯数 130,964世帯� ＊令和4年3月1日現在2月中の人口動態　
出生 124人　死亡 320人　転入 768人　転出 952人

2月中の件数　
火災 2件（前年同月差−3件）　救急出動 1,531件（前年同月差＋398件）　交通事故 発生45件 死者0人 負傷者55人 伏見区の人口、世帯数

記号の見方 ○伏＝伏見区役所
○深＝深草支所 ○醍＝醍醐支所

京都いつでもコール
8時～21時／年中無休 京都いつでもコール

※お掛け間違いにご注意ください。
検索

☎ 661-3755
℻ 661-5855 
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３
月
15
日
、
区
民
、
区
役

所
・
支
所
、
警
察
、
消
防
か

ら
な
る
「
世
界
一
安
心
安
全

・
お
も
て
な
し
の
ま
ち
京
都　

市
民
ぐ
る
み
推
進
運
動
」
伏

見
区
推
進
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
昨
年
の
区
内
の
犯
罪
情
勢
や
火
災
の
発

生
状
況
、
各
地
域
で
の
安
心
安
全
の
取
組
等
を
報
告
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
の
取
組
を
話
し
合
い
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
の
取
組
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

最前線

伏見消防署☎641-5355
醍醐消防分署☎571-0474

消防

５月は赤十字運動月間です
　日本赤十字活動は皆さまの寄付金により支えられています。
ご協力をお願いします。
問合せまちづくり推進担当（伏◯☎611-１１４４深◯☎642-３２０３� �
醍◯☎571-６１３５）

　伏見区で最先端の研究が進められている京都市成長産業創造センター（ACT京都）
との連携で、「科学研究の面白さ」を知ってもらうため、見学講座を開催。普段は見る
ことのできない研究室にも入ることができます。

日時 5月14日（土）14時〜 16時
場所 京都市成長産業創造センター（ACT京都）（治部町105）
内容（1）講座
　�　平尾センター長（京都大学名誉教授）と入居企業の方から、ナノテクノロジー
や環境にやさしい技術についてのお話

（2）見学
　�　最先端レーザーによるナノサイズ加工とカーボンニュートラルに取り組む研
究室を見学

対象 �区内に在住又は通学の小学4年生～中学3年生�
（小学生は保護者 同伴）

定員 12名（多数抽選）※当選者のみ連絡
申込み 5月2日までに右記申込みフォームへ
問合せ企画担当（伏◯☎611-1295）
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３
月
８
日
、
伏
見
区
役
所
で
市

民
憲
章
推
進
者
の
伏
見
区
長
表
彰

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮

ら
し
の
実
践
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
、
地
域
の
健
康
促
進
等
、

市
民
の
模
範
と
な
る
活
動
を
続
け

て
お
ら
れ
る
方
々
に
、
区
長
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

個
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深草・醍醐支所管内の皆様

伏見区役所管内の皆様

伏見区役所管内の皆様
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デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
使
っ
た

パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し
ま
す
。
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※
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問
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２
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醍
醐
支
所
管
内
の
小
学
生
の
人
権

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
展
示
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伏
見
消
防
団・伏
見
ジ
ュ
ニ
ア

消
防
団
　
団
員
募
集
中
！

　

伏
見
消
防
団
は
、「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
思
い
の
も
と
、
日
夜
活
動
し

て
い
ま
す
。
火
災
や
台
風
な
ど
の

際
の
災
害
出
動
を
は
じ
め
、
地
域

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災
訓
練
な
ど

を
実
施
。
一
緒
に
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
新
入
団
員
を
募
集
中
。
女

性
や
学
生
の
方
も
大
歓
迎
で
す
！

　

ま
た
、
区
内
の
小
学
生
で
構
成

さ
れ
る
伏
見
ジ
ュ
ニ
ア
消
防
団

は
、
各
地
域
の
消
防
団
員
と
一
緒

に
防
火
、
防
災
、
救
急
な
ど
を
学

び
な
が
ら
楽
し
く
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
将
来
の
防
火
・

防
災
の
担
い
手
と
し
て
一
緒
に
活

動
す
る
仲
間
を
募
集
中
で
す
。

対
象
消
防
団
区
内
に
在
住
又
は
通

勤
・
通
学
の
18
歳
以
上
の
方

ジ
ュ
ニ
ア
消
防
団
区
内
に
在
住
又

は
通
学
の
小
学
４
〜
６
年
生

問
合
せ
伏
見
消
防
署
総
務
課
（
☎

641
・
５
３
５
５
）

とまり木休憩所・おでかけベンチ
協働プロジェクト実行委員会が

３つの賞を受賞！

　同実行委員会では、高齢者
等の外出支援のため、深草・
藤森・藤城学区に46台のベン
チを設置されています。
　この度、この取組が評価さ
れ、「国土交通省バリアフリ
ー化推進功労者大臣表彰」を、
また、京都市の「令和2年度京
都景観賞 景観づくり活動部門
・市長賞」、日本都市計画学会
関西支部の「2021年度第24回
関西まちづくり賞・奨励賞」を
受賞されました。

醍醐寺霊宝館 春期特別展
　「鎌倉・十三世紀の寺宝」と題し、醍醐寺に伝承されている10万点以上の寺宝の中か
ら般若菩薩曼荼羅図や北条義時の書状など鎌倉時代の寺宝や、醍醐の春にちなんだ作
品を展示します。

日時 3月20日（日）〜 5月5日（木・祝）
9時〜 17時（受付は16時30分まで）
※4月5日〜 12日は休館
場所 醍醐寺霊宝館（醍醐東大路町22）
拝観料 500円（文化財維持寄付金）
※別途、拝観券（三宝院庭園、伽藍、
霊宝館庭園）：大人1,500円、中・高校
生1,000円が必要。
問合せ総本山醍醐寺（☎571-0002）

×

最先端の科学・ものづくりに触れる！
　〜 ACT 京都施設見学講座〜 無料

同実行委員会では情報交流会を開催されます。ぜひご参加ください。
日時 5月21日（土）14時〜 15時30分
場所 藤森神社 参集殿2階（深草鳥居崎町609）
内容①講演「まちのベンチいろいろ」②取組紹介＆情報交換
定員 50名（先着順）
問合せ同実行委員会（高齢サポート・深草南部☎641-9301）

「未来へ紡ぐ深草の記憶」深草地域の
古写真が閲覧できるWEBサイトが登場！
　本年10月、深草地域の前身・旧深草町が誕生して100年を迎えます。こう
した節目の年に、地域の皆様にご提供いただき、デジタル化した昔の写真
はなんと約700枚！
　この度、地域の財産として次世代に引き継ぐWEBサイトとして公開しま
した。子どもと一緒に楽しめる映像もあります。深草の記憶を未来へ紡ぐ
バトンを受けとるのはあなた！様々な場面でご活用ください。

深草アーカイブ 検索

問合せまちづくり推進担当（深◯☎642-3203）

＃藤森祭の駈馬神事があの場所で！？ ＃深草で日本初の乗り物が！？

エンジョイ！「深草吉兆くん体操」
　地域の健康づくりに取り組むボランティア「伏見健康サポートクラブ」（健康づく
りサポーター）と一緒に深草吉兆くん体操をしましょう。上半期の予定は次のとお
りです。

実施日時 場所
5月9日（月）

13時45分〜 14時 深草支所1階
コミュニティホール

6月6日（月）
7月4日（月）
8月1日（月）
9月5日（月）

内容深草吉兆くん体操、ラジオ体操　※マスクを着用してください。
対象運動制限のない方　問合せ健康長寿推進課（深◯☎642-3876）
※中止等の場合がありますので、事前にお問合せください。

申込不要・無料

○めざせ！深草クイズ王
　▶�古写真をヒントに謎を解き明かす

［クイズ映像］
○�深草のあゆみを体感する［タイムトラ

ベル映像］
○�深草の記憶をたどる［18のストーリー］
○デジタルアーカイブを探す
　▶�年代やエリア、ジャンルから［写真

検索］

WEBサイトの主な機能
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京
都
市
は
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条

例
」
を
制
定
し
て
、
自

治
会
・
町
内
会
を
中
心

と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。


